
 

地震 と 自殺 
～心の復興を支える～ 

平成２９年３月１２日（日） 

 

開場：１３時 開演：１３時３０分 

熊本地震から一年が経とうとしています。東日本大震災の経験者たちは、仮設に

移ってから自殺の危険が高まることを報告しています。生活と状況が変化していく

中で、未来を見通せないままに孤独感や不安感を強めていく被災者達に何が必要

で、私たちには何ができるのか。このシンポジウムでは、東日本大震災の体験から

学び、被災者の命の復興のためにできることは何かを考えたいと思います。 

日時 

場所 尚絅大学九品寺キャンパス 

大学１号館１０階ホール 

〈基調講演〉 土井浩之氏 （仙台市自殺対策協議会会長・弁護士） 

【熊本市中央区九品寺２丁目６―７８】 

〈パネルディスカッション〉 

高木聡史氏 （こころをつなぐよか隊ネット副代表） 

新里宏二氏 （一般社団法人パーソナルサポートセンター代表理事・弁護士） 

矢田部裕介氏 （熊本県精神保健福祉センター次長・医師） 

*自殺未遂体験者の方にも発言していただく予定です。 

主催：熊本県弁護士会  後援（予定）：熊本県・熊本市 

問い合わせ先：熊本県弁護士会（TEL 096-325-0913 FAX 096-325-0914） 

 

熊本県弁護士会 自殺対策シンポジウム 

駐車場はありません。公共

交通機関をご利用下さい。 

演題：東日本大震災における自殺問題に取り組んで 

入場無料・予約不要 


